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場
所
の
病

―
金
森
マ
ユ
『
ヤ
ス
キ
チ
・
ム
ラ
カ
ミ
　
遠
い
レ
ン
ズ
を
通
し
て
』
を
中
心
に
―

永
田
　
靖

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
シ
ド
ニ
ー
在
住
の
写
真
家
金
森
マ
ユ
（
一
九

六
三
〜
）
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
日
系
移
民
ま
た
先
住
民
の
歴
史

や
生
活
に
つ
い
て
、
多
く
の
仕
事
を
行
な
っ
て
来
た
。
そ
れ
も
写
真

作
品
に
限
る
の
で
は
な
く
、
映
像
、
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
、
演
劇
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
複
数
の
ジ
ャ
ン
ル
に
ま
た
が
っ
て
制
作
し
て
い

る
。
大
阪
大
学
で
は
「
大
学
に
お
け
る
文
化
芸
術
推
進
事
業）

（
（

」（
文

化
庁
）
の
補
助
金
に
て
二
〇
二
一
年
度
か
ら
二
〇
二
三
年
度
に
か
け

て
、
映
像
制
作
、
写
真
展
、
そ
し
て
演
劇
上
演
を
行
な
っ
た
。
こ
こ

で
は
、
二
〇
二
四
年
一
月
に
大
阪
大
学
中
之
島
芸
術
セ
ン
タ
ー
に
て

上
演
さ
れ
た
『
ヤ
ス
キ
チ
・
ム
ラ
カ
ミ　

遠
い
レ
ン
ズ
を
通
し
て
』

を
主
と
し
て
検
討
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
一
連
の
制
作
の
概
観
を
得

る
と
と
も
に
、
金
森
マ
ユ
の
作
品
世
界
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
明
ら

か
に
し
た
い
。
そ
れ
は
同
時
に
、
日
本
の
演
劇
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

を
含
む
ア
ジ
ア
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
の
国
々
へ
の
移
住
の
歴
史
と
ど
の

よ
う
に
向
き
合
っ
て
き
た
の
か
を
照
射
す
る
こ
と
に
も
繋
が
る
だ
ろ

う
。
以
下
、
ま
ず
金
森
マ
ユ
の
仕
事
を
大
阪
大
学
と
関
係
し
た
作
品

を
中
心
に
概
観
し
、
次
に
『
ヤ
ス
キ
チ
・
ム
ラ
カ
ミ　

遠
い
レ
ン
ズ

を
通
し
て
』
に
即
し
て
そ
の
特
徴
的
な
性
質
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て

検
討
を
加
え
て
い
く
。

一　

略
歴
と
経
緯

金
森
マ
ユ
は
、
一
九
八
一
年
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
移
住
し
、
大

学
卒
業
後
、
当
初
は
報
道
写
真
家
と
し
て
働
い
て
い
た
が
、
徐
々
に

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
日
系
移
民
や
先
住
民
な
ど
に
つ
い
て
の
仕
事
を

す
る
よ
う
に
な
り
、
多
数
の
作
品
を
通
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
多

文
化
主
義
政
策
や
日
系
移
民
の
歴
史
に
対
し
て
今
日
的
な
応
答
を
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

初
期
の
作
品
で
よ
く
知
ら
れ
た
も
の
の
一
つ
は
、
二
〇
〇
〇
年
に

ア
デ
レ
ー
ド
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
て
公
開
さ
れ
た
映
像
作
品
の

T
he H

eart of Journey

で）
（
（

あ
る
。
こ
の
作
品
は
数
百
枚
の
写
真
の

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
の
形
式
を
取
り
、
そ
こ
に
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
サ
ウ

（



ン
ド
ト
ラ
ッ
ク
を
重
ね
て
い
く
手
法
を
取
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
西
部
の
町
ブ
ル
ー
ム
に
住
む
日
系
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
の

女
性
ル
ー
シ
ー
・
ダ
ン
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
探
求
の
作
品
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
、
成
人
し
た
ル
ー
シ
ー
が
、
自
分
の
父
親
が
日
本
人

で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
そ
の
日
本
に
い
る
父
を
金
森
と
と
も
に
探
す

旅
に
出
る
。
和
歌
山
に
暮
ら
す
父
と
そ
の
家
族
と
の
邂
逅
を
果
た
す

ル
ー
シ
ー
の
、
い
わ
ば
第
二
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
認
識
す
る
様

が
描
か
れ
る
。
と
同
時
に
こ
の
作
品
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
側
か
ら

見
た
日
本
再
発
見
の
過
程
と
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
最
初
は
不
安

の
あ
っ
た
ル
ー
シ
が
家
族
と
の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
、
徐
々
に
親
し
さ

を
覚
え
、
一
人
の
女
性
の
中
で
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
と
日
本
が
境
目
な
く

内
的
に
繋
が
っ
て
行
く
様
は
、
単
に
一
人
の
人
間
の
帰
属
意
識
の
両

義
性
を
示
す
ば
か
り
で
は
な
く
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
日
本
と
い
う

境
界
の
意
味
を
再
考
さ
せ
る
も
の
で
も
あ
る
。

こ
の
作
品
は
大
阪
大
学
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
制
作
公
開
さ
れ
た
も

の
で
は
な
い
も
の
の
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
の
レ
ク
チ
ャ
ー
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
時
に
金
森
に
よ
っ
て
何
度
も
言
及
さ
れ
、
ま
た

参
照
さ
れ
た
。
大
阪
大
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
日
本
語
版
の
最
終
編

集
を
行
な
い
、
作
品
を
完
成
さ
せ
た
の
が
、
二
〇
二
一
年
の
『
あ
な

た
は
私
を
蝶
と
間
違
え
た
』
で
あ
る
。

こ
れ
は
一
九
世
紀
末
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
移
住
し
た
日
本
人
女

性
オ
キ
ン
に
つ
い
て
の
裁
判
を
扱
う
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
的
な
三

〇
分
ほ
ど
の
映
像
作
品
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
西
部
の
街
マ
ル

コ
ム
で
、
日
系
移
民
の
女
性
オ
キ
ン
が
白
人
男
性
二
名
か
ら
レ
イ
プ

さ
れ
、
警
察
が
そ
の
二
名
を
逮
捕
す
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
る
。
白

人
男
性
側
は
オ
キ
ン
が
セ
ッ
ク
ス
ワ
ー
カ
ー
で
あ
り
、
お
金
を
支

払
っ
た
と
主
張
し
て
裁
判
と
な
る
が
、
結
局
二
人
は
無
罪
と
な
る
。

金
森
は
、
こ
の
事
件
と
裁
判
に
つ
い
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
博

物
館
、
ま
た
ウ
ー
ロ
ン
ゴ
ン
大
学
、
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
学
、
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
を
調
査
し
、
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
的
な
作
品
に
仕
上
げ
た
。

こ
の
作
品
は
必
ず
し
も
裁
判
の
結
果
に
異
議
を
唱
え
よ
う
と
し
て

い
る
の
で
は
な
い
し
、
オ
キ
ン
の
実
像
を
探
求
す
る
も
の
で
も
な

い
。
オ
キ
ン
は
一
見
す
れ
ば
一
九
世
紀
後
半
以
後
に
日
本
か
ら
東
南

ア
ジ
ア
や
オ
セ
ア
ニ
ア
に
渡
航
し
て
労
働
に
従
事
し
た
「
か
ら
ゆ
き

さ
ん
」
を
想
起
さ
せ
る
。
し
か
し
こ
の
作
品
は
、
こ
の
時
代
の
急
激

な
近
代
化
と
対
照
的
に
貧
困
な
農
村
の
実
情
と
を
背
景
に
し
て
、
こ

の
日
本
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
、
い
わ
ば
動
揺
期
に
お
け
る
女
性

の
在
り
方
を
見
つ
め
直
す
作
品
で
も
な
い
。
ま
た
金
森
は
裁
判
記
録

や
当
時
の
記
録
を
リ
サ
ー
チ
し
て
、
オ
キ
ン
の
事
件
を
調
べ
て
い
く

プ
ロ
セ
ス
を
、
主
と
し
て
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
映
像
を
通
し
て
編
集
し
て

い
く
の
だ
が
、
作
品
は
こ
の
裁
判
結
果
の
是
非
に
つ
い
て
議
論
を
す

る
と
い
う
も
の
で
も
な
い
。
こ
こ
で
は
裁
判
の
記
録
を
時
に
再
現
、

時
に
金
森
の
映
像
美
で
綴
り
な
が
ら
、
カ
メ
ラ
は
い
つ
し
か
日
本

（



へ
、
そ
し
て
オ
キ
ン
の
故
郷
へ
と
向
か
う
。
作
品
は
そ
の
旅
の
終
わ

り
の
地
、
天
草
地
方
に
あ
る
一
つ
の
寺
に
逢
着
し
、
カ
メ
ラ
が
ゆ
っ

く
り
と
そ
の
寺
の
石
仏
像
に
近
づ
い
て
い
く
と
、
映
像
は
そ
の
仏
像

の
ア
ッ
プ
で
終
わ
る
。

つ
ま
り
、
作
品
は
こ
の
時
代
の
日
系
移
民
の
事
件
と
裁
判
記
録
を

追
い
な
が
ら
、
こ
の
時
代
の
政
治
的
な
問
題
に
関
心
が
あ
る
の
で
も

な
く
、
ま
た
白
人
と
ア
ジ
ア
系
移
民
の
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
的
言
説

を
な
ぞ
る
の
で
も
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
超
え

た
と
こ
ろ
に
あ
る
、
前
提
と
な
る
よ
う
な
考
え
方
に
つ
い
て
の
、
何

か
新
し
い
演
劇
的
な
提
案
の
よ
う
に
見
え
る
。
そ
れ
は
何
な
の
だ
ろ

う
か
。T

im
othy K

azuo Steains

は
、
そ
の
金
森
マ
ユ
に
つ
い
て

の
論
文
で
、
金
森
が
描
く
も
の
は
「
支
配
・
非
支
配
の
ヒ
エ
ラ
ル

ヒ
ー
か
ら
の
脱
却
」
で
あ
り
、
人
間
の
多
様
性
へ
の
解
放
で
あ
る
と

説
明
し
て
い
る）

3
（

。
た
し
か
に
金
森
の
作
品
は
ど
の
作
品
に
も
人
間
の

多
様
性
に
つ
い
て
の
意
識
や
そ
の
未
来
へ
の
眼
差
し
に
満
ち
て
い

る
。
し
か
し
金
森
の
作
品
を
演
劇
研
究
の
側
か
ら
見
れ
ば
、
そ
こ
に

は
劇
的
な
独
自
性
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ 

れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
、
そ
し
て
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
劇

的
創
意
に
よ
っ
て
表
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
以
下

二
〇
二
四
年
一
月
に
大
阪
大
学
に
お
い
て
上
演
さ
れ
た
『
ヤ
ス
キ

チ
・
ム
ラ
カ
ミ　

遠
い
レ
ン
ズ
を
通
し
て
』
に
即
し
て
、
考
察
し
て

い
く
。

二　

刺
し
傷

こ
の
作
品
『
ヤ
ス
キ
チ
・
ミ
ラ
カ
ミ　

遠
い
レ
ン
ズ
を
通
し
て
』

は
二
〇
一
四
年
の
作
品
で
あ
る
。
金
森
は
ム
ラ
カ
ミ
の
生
涯
を
丹
念

に
リ
サ
ー
チ
し
、
そ
の
結
果
を
こ
の
劇
に
し
た
。
テ
キ
ス
ト
は
英
語

で
あ
る
。
同
年
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
初
演）

（
（

、
日
本
で
は
二
〇
二
二
年

に
早
稲
田
大
学
で
日
本
語
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
公
演）

（
（

、
二
〇
二
四
年
に
大

阪
大
学
で
日
本
語
に
よ
る
公
演）

（
（

と
な
る
。
日
本
語
へ
の
翻
訳
は
早
稲

田
大
学
の
佐
和
田
啓
司
教
授
が
行
な
っ
た
。
大
阪
大
学
の
上
演
の
演

出
は
演
出
家
山
口
浩
章
が
行
な
っ
た
。

ヤ
ス
キ
チ
・
ム
ラ
カ
ミ）

（
（

（
以
下
、
本
人
を
示
す
場
合
は
ム
ラ
カ
ミ
、
劇

中
人
物
を
示
す
場
合
は
「
ム
ラ
カ
ミ
」
と
表
記
。
な
お
、
ヤ
ス
キ
チ
・
ム
ラ
カ

ミ
に
つ
い
て
の
生
涯
と
社
会
文
化
的
背
景
に
つ
い
て
は
、
金
森
マ
ユ
本
人
の
詳

細
な
論
文
が
あ
り
、
本
論
文
で
は
そ
れ
ら
の
経
歴
や
歴
史
的
事
実
に
つ
い
て
は

基
本
的
に
こ
の
金
森
に
よ
る
論
文
に
依
る
。
書
誌
情
報
は
脚
注
参
照
の
こ
と
。）

は
、
一
八
九
七
年
に
和
歌
山
県
の
田
並
か
ら
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

西
部
の
町
コ
サ
ッ
ク
に
到
着
す
る
。
当
時
の
コ
サ
ッ
ク
は
真
珠
貝
の

採
集
が
盛
ん
で
、
日
本
か
ら
多
く
の
出
稼
ぎ
労
働
者
が
働
い
て
い

た
。
そ
の
日
本
人
を
相
手
に
し
た
雑
貨
屋
の
西
岡
商
店
に
ム
ラ
カ
ミ

は
勤
め
る
。
そ
の
後
コ
サ
ッ
ク
の
真
珠
採
集
業
が
低
迷
し
始
め
る

と
、
西
岡
商
店
は
よ
り
北
部
の
ブ
ル
ー
ム
に
移
り
、
同
時
に
輸
入

3



業
、
タ
ク
シ
ー
業
、
銀
行
業
、
ホ
テ
ル
業
、
そ
し
て
何
よ
り
写
真
業

な
ど
事
業
を
拡
大
し
て
い
く
。
ブ
ル
ー
ム
に
残
る
「
ム
ラ
カ
ミ
・

ロ
ー
ド
」
は
、
ム
ラ
カ
ミ
が
こ
こ
で
真
珠
の
養
殖
の
研
究
を
始
め
、

こ
の
地
域
に
い
か
に
貢
献
し
た
の
か
を
物
語
る
。
真
珠
の
養
殖
の
研

究
は
実
現
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
潜
水
服
の
開
発
は
成
功
し
、
多
彩

な
才
能
を
発
揮
し
た
。
一
九
三
五
年
頃
に
ブ
ル
ー
ム
の
真
珠
貝
産
業

も
低
迷
を
始
め
る
と
、
西
岡
商
店
は
さ
ら
に
東
の
ダ
ー
ウ
ィ
ン
に
移

転
す
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
第
二
次
世
界
大
戦
に
参
戦
す
る
の
は

一
九
三
九
年
、
ム
ラ
カ
ミ
の
希
望
し
て
い
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の

帰
化
申
請
は
却
下
さ
れ
る
。
一
九
四
一
年
に
日
本
が
開
戦
す
る
と
、

在
豪
日
本
人
は
敵
国
人
と
見
な
さ
れ
、
逮
捕
さ
れ
て
収
容
所
に
収
監

さ
れ
た
。
ム
ラ
カ
ミ
も
自
宅
の
写
真
館
で
逮
捕
さ
れ
、
タ
ツ
ラ
の
収

容
所
に
拘
留
と
な
っ
た
。
ム
ラ
カ
ミ
は
終
戦
を
待
た
ず
、
一
九
四
四

年
に
収
容
所
内
で
亡
く
な
り
、
現
在
遺
骨
は
カ
ウ
ラ
の
日
本
人
墓
地

に
収
容
さ
れ
て
い
る
。

金
森
は
こ
の
写
真
家
ム
ラ
カ
ミ
の
生
涯
を
劇
に
し
た
。
一
見
す
れ

ば
、
こ
の
劇
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
亡
く
な
っ
た
日
系
移
民
ム
ラ
カ

ミ
の
仕
事
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
今
一
度
演
劇
的
埋
葬
を
行
な

う
、
一
種
の
供
養
の
劇
に
見
え
る
。
し
か
し
こ
の
劇
の
形
式
は
複
雑

で
、
テ
キ
ス
ト
は
魅
力
に
富
み
、
ム
ラ
カ
ミ
へ
の
演
劇
的
埋
葬
を
主

題
と
す
る
以
上
の
も
の
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
劇
の
顕
著
な
特
徴
と
し
て
ま
ず
挙
げ
る
べ
き
は
、
登
場
人
物

と
し
て
「
金
森
マ
ユ
（
以
下
「
金
森
」
と
表
記
）」
が
設
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
ろ
う）

（
（

。
劇
は
全
一
六
場
、
英
語
台
本
は
後
述
す
る
よ
う
に

写
真
提
示
の
詳
細
な
ト
書
き
を
含
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
、
登
場
人
物

「
金
森
」
は
あ
る
時
は
ナ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
、
あ
る
時
は
劇
中
人
物

と
し
て
、
劇
の
冒
頭
か
ら
最
後
ま
で
登
場
し
続
け
る
。
登
場
人
物
は

「
金
森
」
の
他
に
は
、「
ム
ラ
カ
ミ
」、
そ
し
て
そ
の
妻
の
「
エ
キ
」

と
い
う
三
人
の
劇
で
あ
る
。

「
金
森
」
は
劇
冒
頭
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
生
活
の
た
め
に

不
本
意
な
が
ら
結
婚
式
な
ど
の
写
真
を
撮
り
続
け
て
い
る
自
分
を
卑

下
し
て
い
る
。
本
当
は
、
報
道
写
真
家
と
し
て
戦
争
な
ど
よ
り
社
会

的
な
写
真
を
撮
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
だ
。
そ
ん
な
「
金
森
」

が
、
あ
る
日
墓
地
の
写
真
を
撮
っ
て
い
た
時
に
、
死
者
で
あ
る
は
ず

の
「
ム
ラ
カ
ミ
」
が
突
如
と
し
て
現
れ
る
。
こ
こ
か
ら
「
金
森
」
と

「
ム
ラ
カ
ミ
」
の
や
り
と
り
が
始
ま
る
。「
金
森
」
は
写
真
家
ム
ラ
カ

ミ
の
過
去
と
仕
事
に
関
心
を
持
ち
、
そ
の
リ
サ
ー
チ
を
続
け
る
。

「
ム
ラ
カ
ミ
」
と
の
対
話
を
通
し
て
、
ム
ラ
カ
ミ
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
の
仕
事
と
生
活
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
。
ム
ラ
カ
ミ
の
残
し

た
写
真
を
探
す
う
ち
に
、
そ
の
多
く
が
故
郷
で
あ
る
和
歌
山
県
の
田

並
の
実
家
に
残
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
。「
金
森
」
は
田
並
に
赴

き
、
ム
ラ
カ
ミ
の
娘
と
の
邂
逅
を
果
た
す
。

形
式
上
容
易
に
読
み
取
れ
る
の
は
、
作
者
金
森
マ
ユ
の
自
伝
的
な

内
容
を
持
つ
と
い
う
こ
と
だ
。
劇
中
の
「
金
森
」
の
行
動
は
ほ
と
ん

（



ど
金
森
マ
ユ
が
ム
ラ
カ
ミ
に
つ
い
て
リ
サ
ー
チ
を
す
る
行
為
を
描
い

て
い
る
。
し
か
し
こ
の
劇
が
完
全
に
金
森
マ
ユ
の
自
伝
か
と
い
え

ば
、
む
ろ
ん
そ
う
で
は
な
い
。
こ
の
劇
は
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
織
り

交
ぜ
る
場
面
設
定
、
劇
的
時
間
の
構
成
的
な
編
集
、
俳
優
の
セ
リ
フ

に
加
え
て
、
多
数
の
写
真
と
映
像
、
そ
し
て
録
音
さ
れ
た
音
声
に
よ

る
文
字
通
り
多
声
的
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
劇
を
通
し

て
立
ち
現
れ
る
の
は
、
金
森
マ
ユ
の
生
涯
の
イ
メ
ー
ジ
と
い
う
よ
り

は
、
金
森
マ
ユ
と
の
関
わ
り
を
も
っ
た
人
物
に
つ
い
て
の
映
像
や

声
、
ま
た
か
れ
ら
に
つ
い
て
の
金
森
マ
ユ
本
人
の
記
憶
の
断
片
な
ど

に
よ
る
、
様
々
に
ブ
リ
コ
ラ
ー
ジ
ュ
さ
れ
た
多
重
な
層
で
あ
る
。
で

は
そ
の
多
層
性
と
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
持
つ
の
だ
ろ
う
か
。

劇
は
「
金
森
」
に
対
す
る
「
ム
ラ
カ
ミ
」
の
教
え
を
描
い
て
も
い

る
。
例
え
ば
、
現
代
の
写
真
の
氾
濫
に
苛
立
ち
を
見
せ
る
「
金
森
」

に
対
し
て
、
被
写
体
の
声
を
じ
っ
と
聞
き
、
時
間
を
か
け
て
一
枚
の

写
真
を
撮
る
意
味
を
「
金
森
」
に
教
え
る
。「
ム
ラ
カ
ミ
」
は
金
森

に
語
り
か
け
る
。

ム
ラ
カ
ミ　

シ
ャ
ッ
タ
ー
速
度
を
ゆ
っ
く
り
に
し
て
、
気
が
つ

い
た
も
の
を
見
つ
め
る
ん
だ
。
そ
う
す
る
と
、
さ
ら
に
深
い
も

の
が
見
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
す
べ
て
石
に
納
ま
っ

て
る
け
ど
、
そ
の
先
に
、
魂
の
動
き
を
捉
え
る
か
も
知
れ
な

い
。
ど
こ
に
も
行
き
や
し
な
い
よ
、
お
墓
な
ん
だ
か
ら
。
こ
ん

「ヤスキチ・ムラカミ　遠いレンズを通して」舞台写真。左「ムラカミ」役：坂口修一、
右「金森」役：趙清香。演出：山口浩章。2024年1月、大阪大学中之島芸術センター。
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な
朝
に
は
格
好
の
被
写
体
だ
。
美
し
く
、
柔
ら
か
な
光
…
過
ぎ

去
っ
た
日
を
抱
え
て
、
黙
っ
て
、
動
か
ず
に
。
見
て
ご
ら
ん
、

こ
こ
に
眠
る
人
た
ち
を
。
い
や
、
彼
ら
だ
け
で
は
な
い
。
忘
れ

ら
れ
た
、
忘
れ
去
ら
れ
た
人
々
を
。
故
郷
か
ら
も
、
家
族
か
ら

も
遠
く
離
れ
て
、
こ
こ
に
や
っ
て
来
て
、
生
活
を
し
て
、
こ
の

国
の
歴
史
に
、
私
た
ち
の
歴
史
に
貢
献
し
た
人
達
を
。
マ
ユ
さ

ん
、
彼
ら
の
た
め
に
、
じ
っ
と
耳
を
澄
ま
す
ん
だ
。
息
を
吸

い
、
目
を
凝
ら
し
て
、
聞
く
ん
だ
、
彼
ら
の
声
を）

（
（

。

「
金
森
」
は
現
代
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
よ
っ
て
、
写
真
は
誰
で
も
、
い
つ
で
も
、
即
座
に
、
い
く
ら
で
も

撮
れ
る
状
況
で
あ
る
こ
と
に
不
満
と
憤
り
を
抱
い
て
い
た
が
、
劇
中

の
「
ム
ラ
カ
ミ
」
と
の
こ
の
よ
う
な
や
り
と
り
の
中
で
、
被
写
体
に

寄
り
添
っ
て
、
そ
の
声
を
聞
き
、
丁
寧
に
時
間
を
か
け
て
撮
影
す
る

こ
と
の
意
味
を
学
ん
で
行
く
。
つ
ま
り
劇
は
「
金
森
」
の
成
長
を
描

い
て
い
る
点
で
、
一
種
の
「
教
養
小
説
」
な
ら
ぬ
、「
教
養
演
劇
」

で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
劇
は
「
金

森
」
の
成
長
を
描
く
の
が
主
題
で
は
な
い
。

写
真
家
ム
ラ
カ
ミ
は
多
く
の
写
真
を
撮
っ
た
。
住
ん
で
い
た
ブ

ル
ー
ム
や
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
町
、
ま
た
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
を
写
真
に

残
し
た
。
金
森
マ
ユ
は
、
こ
れ
ら
ム
ラ
カ
ミ
が
撮
影
し
た
写
真
を
劇

中
で
用
い
る
こ
と
を
戯
曲
中
で
指
示
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
写
真

は
、
ム
ラ
カ
ミ
本
人
の
肖
像
写
真
は
も
と
よ
り
、
最
初
の
妻
エ
キ
、

二
度
目
の
妻
シ
ゲ
ノ
や
そ
の
子
供
た
ち
、
当
時
の
白
人
の
集
ま
り
、

日
系
人
た
ち
、
先
住
民
、
ま
た
当
時
の
ブ
ル
ー
ム
や
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の

町
、
ま
た
戦
中
に
収
監
さ
れ
た
タ
ツ
ラ
収
容
所
な
ど
を
お
さ
め
た
写

真
多
数
に
わ
た
る
。
ま
た
劇
中
の
「
金
森
」
は
、「
ム
ラ
カ
ミ
」
と

の
や
り
と
り
の
中
で
、
こ
れ
ら
写
真
に
つ
い
て
そ
の
都
度
コ
メ
ン
ト

を
し
、
説
明
を
施
し
、
当
時
の
日
系
移
民
の
姿
を
浮
き
彫
り
に
し
て

い
く
。
例
え
ば
、
ム
ラ
カ
ミ
が
ブ
ル
ー
ム
で
撮
影
し
た
初
期
の
肖
像

写
真
が
六
枚
掲
示
さ
れ
る
時
に
、「
金
森
」
の
台
詞
で
以
下
の
よ
う

に
語
る
。

金
森　

ブ
ル
ー
ム
の
西
岡
写
真
館
で
撮
ら
れ
た
、
村
上
安
吉
の

初
期
の
写
真
。
こ
れ
は
私
が
見
つ
け
た
、
彼
の
最
初
期
の
写
真

だ
。
一
九
〇
〇
年
代
初
め
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
住
ん
で
い
た

こ
の
日
本
人
た
ち
の
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
は
、
こ
の
人
た
ち
が
、
か

つ
て
こ
こ
に
住
ん
で
い
た
っ
て
い
う
証
拠
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

に
い
た
、
日
本
人
た
ち
の
声
な
き
声
。
こ
の
人
た
ち
の
声
を
、

私
は
聞
き
続
け
る
。
こ
こ
に
住
ん
で
い
た
、
忘
れ
去
ら
れ
た
た

く
さ
ん
の
日
本
人
の
声
。
忘
れ
去
ら
れ
た
の
は
、
こ
こ
で
働
く

た
め
に
、
こ
の
地
を
す
み
か
と
す
る
た
め
に
や
っ
て
来
た
人
た

ち
の
記
憶
を
、
戦
争
と
い
う
暴
力
が
、
な
ぎ
払
っ
て
し
ま
っ
た

か
ら）

（1
（

。
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「
金
森
」
は
劇
中
し
ば
し
ば
語
り
に
よ
っ
て
同
時
代
の
社
会
的
文

化
的
背
景
を
伝
え
て
い
る
。
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
の
言
い
方）

（（
（

に
倣
う
と

す
れ
ば
、
ス
ト
ゥ
デ
ィ
ウ
ム
と
し
て
読
め
る
日
系
移
民
の
社
会
的
な

問
題
に
加
え
て
、「
プ
ン
ク
ト
ゥ
ム
」
の
数
々
を
映
し
出
し
、
文
字

通
り
見
る
も
の
を
感
情
的
な
衝
撃
と
し
て
「
突
き
刺
し
て
く
る
」。

例
え
ば
劇
中
で
掲
示
さ
れ
る
写
真
の
一
つ
に
、
ム
ラ
カ
ミ
の
二
番
目

の
妻
シ
ゲ
ノ
の
写
真
が
あ
る
が
、「
金
森
」
は
こ
こ
で
シ
ゲ
ノ
が
妊

娠
し
て
い
る
こ
と
を
突
き
止
め
、
ム
ラ
カ
ミ
に
対
し
て
先
妻
エ
キ
と

後
妻
シ
ゲ
ノ
と
の
関
係
を
追
求
す
る
。
ま
た
、
ム
ラ
カ
ミ
が
撮
っ
た

娘
マ
ス
コ
の
写
真
が
背
景
に
映
さ
れ
る
と
、
そ
れ
が
と
あ
る
単
行
本

の
表
紙
写
真
に
無
許
可
で
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
劇
中
で
「
金
森
」

が
指
摘
し
、
そ
こ
に
ム
ラ
カ
ミ
の
名
前
す
ら
な
い
こ
と
に
怒
り
を
爆

発
さ
せ
る
。
こ
の
「
プ
ン
ク
ト
ゥ
ム
（
刺
し
傷
）」
は
「
金
森
」
の
も

の
で
は
な
く
、
金
森
マ
ユ
本
人
が
受
け
た
刺
し
傷
に
他
な
ら
な
い
だ

ろ
う
。
つ
ま
り
一
種
の
社
会
文
化
的
な
理
解
の
層
で
あ
る
ス
ト
ゥ

デ
ィ
ウ
ム
と
、
予
測
不
可
能
で
個
人
的
な
情
動
に
訴
え
か
け
る
層
の

プ
ン
ク
ト
ゥ
ム
と
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
む
ろ
ん
こ
の
両
者
は
、
理

論
上
は
写
真
一
般
に
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ

こ
で
は
劇
そ
の
も
の
に
こ
の
種
の
多
層
性
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
れ
は
自
伝
的
な
特
質
を
備
え
た
劇
だ
か
ら
で
あ
る
。

ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
批
評
家Louis Renza

は
、
自
伝
の
も
つ
独
自

の
性
質
に
つ
い
て
、
様
々
な
言
説
に
影
響
さ
れ
る
複
雑
な
行
為
で
あ

る
こ
と
と
示
し
な
が
ら
、
そ
こ
で
は
自
伝
的
事
実
で
は
な
く
、
自
伝

的
事
実
と
創
作
と
が
結
び
つ
く
と
い
う
点
を
強
調
し
て
い
る
。「
自

伝
作
者
は
、
自
分
の
人
生
の
自
伝
的
意
識
を
失
う
こ
と
な
く
、
自
分

の
「
人
生
」
を
夢
と
し
て
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
書
く

行
為
そ
の
も
の
が
意
図
的
な
も
の
と
し
て
明
示
さ
れ
る
た
め
に
、
夢

物
語
を
通
じ
て
自
己
を
消
し
去
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
さ

ら
に
は
、
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
の
人
生
を
完
全
に
意
味
づ
け
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
知
り
つ
つ
、
書
く
こ
と
に
な
る
。
書
く
こ
と
に

没
頭
し
て
し
ま
う
と
、
そ
の
行
為
は
「
他
者
」
の
意
識
に
譲
り
渡
す

こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る）

（1
（

。」

こ
こ
で
は
、
自
伝
を
書
く
と
い
う
行
為
は
そ
こ
に
書
き
手
の
意
識

が
完
全
に
は
な
く
な
り
は
し
な
い
こ
と
を
、
自
伝
の
特
徴
と
し
て
示

し
て
い
る
。
つ
ま
り
そ
こ
で
は
事
実
と
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
い
う
二
項

対
立
で
は
な
く
、
独
特
な
自
己
参
照
的
表
現
に
な
る
の
だ
と
し
て
い

る
。
こ
の
視
点
は
、
金
森
マ
ユ
の
劇
が
持
つ
多
層
的
な
構
造
が
も
た

ら
す
も
の
と
共
鳴
し
て
い
る
。「
金
森
」
は
そ
れ
が
あ
た
か
も
金
森

マ
ユ
の
若
き
日
の
不
満
と
苦
悩
で
あ
る
か
の
よ
う
に
自
ら
を
劇
的
に

動
機
づ
け
て
、
舞
台
上
で
金
森
マ
ユ
で
あ
る
か
の
よ
う
に
振
る
舞
い

な
が
ら
、
ム
ラ
カ
ミ
の
生
涯
の
社
会
文
化
的
な
文
脈
に
関
わ
る
「
金

森
」、
と
同
時
に
「
刺
し
傷
」（
プ
ン
ク
ト
ゥ
ム
）
を
覚
え
た
金
森
マ
ユ
と

し
て
の
「
金
森
」
と
い
う
、
二
つ
の
形
象
の
重
な
り
合
い
を
通
し

て
、
金
森
マ
ユ
本
人
を
参
照
す
る
独
自
の
表
現
形
態
と
な
っ
て
い
る
。

（



三　
「
ム
ラ
カ
ミ
」
と
は
誰
か
？

で
は
、
そ
の
効
果
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を

明
ら
か
に
す
る
に
は
、
タ
イ
ト
ル
・
ロ
ー
ル
の
「
ヤ
ス
キ
チ
・
ム
ラ

カ
ミ
」
の
形
象
も
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。「
ヤ
ス
キ
チ
・
ム
ラ
カ

ミ
」
と
は
誰
か
。
劇
中
で
は
「
金
森
」
が
墓
地
の
写
真
を
撮
っ
て
い

る
時
に
、
突
如
と
し
て
現
れ
る
人
物
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
金
森
マ
ユ

が
長
年
リ
サ
ー
チ
を
し
た
対
象
か
、
戦
前
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
活
躍

を
し
た
写
真
家
か
、
は
た
ま
た
歴
史
上
の
人
物
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
も
そ
も
「
ム
ラ
カ
ミ
」
は
生
き
た
人
物
な
の
だ
ろ
う
か
、
あ
る
い

は
死
者
な
の
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
「
ム
ラ
カ
ミ
」
は
劇
的
に
は
ど
の

よ
う
な
人
物
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
に

は
、
金
森
が
二
〇
〇
七
年
か
ら
関
わ
っ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
スIn 

R
epose

を）
（1
（

想
起
し
て
み
る
こ
と
が
有
効
だ
と
思
わ
れ
る
。

In R
epose

と
は
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
ま
で
の
間
に

ブ
ル
ー
ム
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
、
木
曜
島
等
に
存
在
す
る
、
主
と
し
て
第

二
次
大
戦
前
の
日
本
人
民
間
人
が
埋
葬
さ
れ
て
い
る
墓
地
で
行
な
わ

れ
た
供
養
と
鎮
魂
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
あ
る
。
箏
の
小
田
村
さ
つ

き
、
ダ
ン
ス
の
浅
野
和
歌
子
、
サ
ウ
ン
ド
の
ヴ
ィ
ッ
ク
・
マ
キ
ュ
ア

ン
、
ア
ー
チ
ス
ト
の
岩
井
成
昭
ら
と
と
も
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国

内
十
三
箇
所
の
日
本
人
墓
地
で
こ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
行
な
わ
れ

た
。
金
森
は
写
真
や
映
像
な
ど
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
・
ア
ー
ト
を
担
当
し

た
。
こ
こ
で
は
、
現
代
箏
曲
に
合
わ
せ
て
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
・
ダ

ン
ス
が
踊
ら
れ
、
ま
た
焼
香
や
水
か
け
な
ど
の
宗
教
的
な
儀
式
が
行

な
わ
れ
た
。
場
合
に
よ
っ
て
は
先
住
民
族
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

も
行
な
わ
れ
た
と
い
う
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
日
本
人
墓
地
で
は
無

縁
仏
が
供
養
も
さ
れ
ず
に
数
多
く
残
り
、
そ
れ
ら
へ
の
鎮
魂
の
式
を

行
な
う
こ
と
で
そ
の
土
地
に
安
住
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
た
と
い

う
。
し
か
し
、
そ
こ
で
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
家
族
を
も
っ
て
暮
ら

し
た
人
々
が
多
く
あ
る
た
め
、
死
と
埋
葬
に
つ
い
て
の
観
念
は
先
住

民
と
日
本
人
と
で
は
異
な
っ
て
い
る
と
、
先
に
引
用
し
たT

im
othy 

K
azuo Steains

は
、
金
森
の
言
葉
を
引
き
な
が
ら
説
明
し
て
い
る
。

「
ヤ
ウ
ル
族
の
長
老
パ
ッ
ト
・
ド
ッ
ド
ソ
ン
と
こ
の
考
え
に
つ
い
て

話
し
た
時
、
金
森
は
ヤ
ウ
ル
の
人
々
は
死
ん
だ
ら
魂
は
国
に
帰
る
と

信
じ
て
い
る
の
で
、
ド
ッ
ド
ソ
ン
は
日
本
人
の
魂
は
す
で
に
日
本
に

帰
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
金
森
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
生
活
し
、
家
族
を
築
い
た
人
々
も
い
た
の
で
、
魂
は
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
に
残
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。
こ
の
よ
う
な
死

に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
観
念
は
、
誰
が
ど
の
国
に
属
す
る
の
か
と
い

う
こ
と
を
め
ぐ
る
重
要
な
両
義
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。In 

R
epose

は
、
こ
の
問
い
に
明
確
な
答
え
を
提
示
す
る
の
で
は
な
く
、

帰
属
に
関
す
る
単
純
化
さ
れ
た
理
解
を
複
雑
に
す
る
、
オ
ー
プ
ン
エ

ン
ド
な
緊
張
感
を
提
示
し
て
い
る）

（1
（

。」
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こ
こ
で
金
森
の
作
品
の
属
性
に
つ
い
て
重
要
な
示
唆
を
読
み
と
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お

け
る
日
本
人
の
歴
史
に
光
を
当
て
、
敬
意
を
払
う
も
の
で
あ
っ
た
の

は
明
ら
か
だ
が
、
同
時
に
日
系
移
民
の
帰
属
に
つ
い
て
の
複
雑
さ
へ

と
思
索
を
誘
う
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
つ
ま
り
、
そ
こ

で
は
日
本
人
墓
地
に
眠
る
人
々
は
ど
こ
に
帰
属
す
る
の
か
と
い
う
問

い
に
対
す
る
答
え
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
普
通
は
暗
黙
の
う
ち
に

前
提
と
さ
れ
る
日
本
へ
の
帰
属
意
識
を
宙
づ
り
に
す
る
も
の
で
あ
っ

た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
ム
ラ
カ
ミ
」
の
劇
中
で
の
登
場
の
仕
方
だ
け
を
見
れ
ば
、
こ
れ

は
夢
幻
能
の
形
式
に
似
て
い
る
。
夢
幻
能
で
は
現
実
の
世
界
に
霊
的

な
人
物
が
現
れ
て
、
実
在
の
人
物
に
自
ら
の
過
去
を
語
り
、
自
ら
の

魂
の
救
済
を
求
め
て
い
く
、
独
自
の
形
式
で
あ
る
。
こ
の
作
品
の
場

合
、
劇
の
プ
ロ
ッ
ト
か
ら
す
れ
ば
、
夢
幻
能
に
見
え
る）

（1
（

。「
ム
ラ
カ

ミ
」
は
現
実
世
界
に
登
場
す
る
霊
的
な
人
物
の
「
シ
テ
」、「
金
森
」

は
実
在
す
る
「
ワ
キ
」
と
見
て
、
劇
的
な
シ
テ
と
し
て
登
場
し
た

「
ム
ラ
カ
ミ
」
は
、
ワ
キ
た
る
「
金
森
」
と
対
話
し
、「
金
森
」
に
写

真
の
真
実
を
伝
え
、
死
後
の
世
界
に
帰
っ
て
行
く
よ
う
に
見
え
る
。

で
は
こ
れ
は
一
種
の
夢
幻
能
と
し
て
見
る
べ
き
も
の
だ
ろ
う
か
。
む

ろ
ん
そ
う
で
は
な
い
。
夢
幻
能
の
シ
テ
は
、
し
ば
し
ば
そ
の
死
後
に

お
い
て
も
、
現
実
界
に
残
し
た
遺
恨
や
後
悔
ゆ
え
に
成
仏
で
き
ず
、

い
わ
ば
境
界
を
彷
徨
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
シ
テ
が
現
実
の

人
間
で
あ
る
ワ
キ
に
導
か
れ
て
、
こ
と
の
次
第
を
述
べ
、
一
曲
を
舞

終
え
る
こ
と
で
、
シ
テ
の
遺
恨
や
後
悔
は
晴
ら
さ
れ
て
、
無
事
に
シ

テ
は
成
仏
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
こ
で
は
「
ム
ラ
カ
ミ
」
は
何
も

遺
恨
は
持
た
ず
後
悔
も
な
く
、
死
と
生
の
境
界
を
彷
徨
っ
て
い
る
の

で
も
な
い
。

こ
のIn R

epose

に
つ
い
て
、
も
っ
と
も
初
期
の
研
究
を
発
表
し

たJacqueline Lo

は
、
デ
リ
ダ
の
「
憑
在
論
」
を
導
入
し
て
、「
幽

霊
は
、
存
在
も
不
在
も
、
死
ん
で
も
生
き
て
い
な
い
姿
と
し
て
、

我
々
の
知
識
秩
序
に
は
理
解
で
き
な
い
も
の
の
象
徴
と
な
る
。
し
か

し
我
々
は
倫
理
的
に
そ
れ
を
歓
迎
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
差
異
を
保

存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
憑
在
論
に
よ
る

脱
構
築
へ
の
倫
理
的
な
転
換
は
、
ト
ラ
ウ
マ
研
究
や
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ

ア
ル
研
究
と
も
共
鳴
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
、
歴
史
へ
の

認
識
を
現
在
に
も
た
ら
す
た
め）

（1
（

」
で
あ
る
と
い
う
。

つ
ま
り
、
こ
こ
で
言
う
「
幽
霊
」
は
単
に
死
者
で
も
迷
信
的
な
存

在
で
も
な
く
、
社
会
的
な
含
み
を
持
つ
者
で
あ
り
、
そ
の
「
幽
霊
」

は
失
わ
れ
た
も
の
を
可
視
化
す
る
、
歴
史
の
中
に
埋
も
れ
て
い
る
も

の
を
現
在
に
引
き
戻
す
形
式
な
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ロ
ー
も
引
用

し
て
い
る
、Every　

Gordon

も
著
作
の
中
で
述
べ
て
い
る
。「
幽

霊
は
単
な
る
死
者
や
行
方
不
明
者
で
は
な
く
、
社
会
的
な
人
物
で
あ

り
、
そ
れ
を
調
査
す
る
こ
と
は
、
歴
史
と
主
観
性
が
社
会
生
活
を
形

成
す
る
濃
密
な
現
場
へ
と
導
い
て
く
れ
る
。
幽
霊
や
幻
影
は
、
失
わ

（



れ
た
も
の
、
か
ろ
う
じ
て
見
え
る
も
の
、
私
た
ち
の
よ
く
訓
練
さ
れ

た
は
ず
の
目
に
は
な
い
よ
う
に
見
え
る
も
の
が
、
私
た
ち
に
そ
れ
自

身
を
知
ら
し
め
る
、
あ
る
い
は
明
ら
か
に
す
る
、
ひ
と
つ
の
形
式
で

あ
る
。
幽
霊
の
方
法
は
祟
り
で
あ
り
、
祟
り
と
は
、
何
が
起
こ
っ
た

か
、
何
が
起
こ
っ
て
い
る
か
を
知
る
た
め
の
非
常
に
特
殊
な
方
法
で

あ
る
。
幽
霊
に
取
り
憑
か
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
私
た
ち
を
感
情
的

に
、
時
に
は
私
た
ち
の
意
志
に
反
し
て
、
そ
し
て
い
つ
も
少
し
魔
法

の
よ
う
に
、
私
た
ち
が
経
験
す
る
よ
う
に
な
る
現
実
の
感
覚
の
構
造

へ
と
引
き
込
む）

（1
（

。」

金
森
の
劇
に
登
場
す
る
「
ム
ラ
カ
ミ
」
は
、
単
な
る
歴
史
上
の
人

物
や
写
真
家
で
は
な
く
、
社
会
的
な
記
憶
や
ト
ラ
ウ
マ
を
現
代
に
再

現
す
る
媒
介
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
意
味
で
の
「
幽
霊
」
な
の
で

あ
る
。
夢
幻
能
の
よ
う
に
は
シ
テ
の
霊
を
鎮
め
る
の
で
は
な
い
。
歴

史
や
個
人
の
意
識
が
形
成
す
る
社
会
生
活
の
中
で
見
失
わ
れ
た
も
の

を
、
可
視
化
す
る
存
在
、In R

epose

の
指
し
示
す
も
の
を
踏
ま
え

る
と
す
れ
ば
、「
ム
ラ
カ
ミ
」
こ
そ
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
日
系
移
民

の
帰
属
意
識
の
流
動
性
を
喚
起
す
る
存
在
な
の
だ
と
読
む
こ
と
が
で

き
る
。

四　

場
所
の
病

こ
の
点
で
い
え
ば
、
現
実
世
界
と
劇
的
世
界
と
の
境
界
で
彷
徨
っ

て
い
る
の
は
、
シ
テ
た
る
ム
ラ
カ
ミ
で
は
な
く
、
金
森
マ
ユ
と
の
二

重
性
を
形
象
し
て
い
る
「
金
森
」
の
方
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に

「
金
森
」
は
写
真
の
現
代
的
な
あ
り
方
に
憤
り
、
自
分
の
写
真
と
い

う
も
の
が
見
出
せ
な
い
ば
か
り
で
は
な
い
。
そ
ん
な
「
金
森
」
は
劇

中
で
ム
ラ
カ
ミ
の
生
涯
を
リ
サ
ー
チ
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
多
く

の
、
彼
女
に
と
っ
て
不
可
解
な
こ
と
や
、
不
明
な
こ
と
に
遭
遇
す
る

の
だ
が
、「
金
森
」
は
「
ム
ラ
カ
ミ
」
と
対
話
す
る
こ
と
で
、
進
む

べ
き
道
を
理
解
し
、
出
会
い
と
解
決
を
得
て
い
く
。
こ
の
劇
を
通
し

て
、
何
か
を
見
い
だ
し
、
救
わ
れ
る
の
は
「
ム
ラ
カ
ミ
」
で
は
な

く
、「
金
森
」
で
あ
る
。
で
は
「
金
森
」
は
何
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る

の
だ
ろ
う
か
？

こ
の
劇
の
顕
著
な
特
徴
は
、
述
べ
て
来
た
よ
う
に
数
多
く
の
写
真

が
テ
キ
ス
ト
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
多
く

は
ム
ラ
カ
ミ
が
撮
っ
た
写
真
で
あ
る
が
、
時
に
金
森
マ
ユ
本
人
が

と
っ
た
写
真
が
用
い
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
際
立
つ
場
面
は
、
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
場
面
で
あ
ろ
う
。

ム
ラ
カ
ミ
本
人
は
タ
ツ
ラ
の
収
容
所
で
、
一
九
四
四
年
六
月
に
心

筋
炎
の
た
め
に
終
戦
を
待
た
ず
に
死
亡
す
る
。
収
容
所
内
で
結
婚
し

た
次
女
ヤ
ス
コ
・
パ
ー
ル
は
帰
国
し
、
和
歌
山
で
暮
ら
し
て
い
た
。

金
森
マ
ユ
は
そ
の
次
女
ヤ
ス
コ
が
和
歌
山
の
田
並
に
暮
ら
し
て
い
る

こ
と
を
突
き
止
め
、
そ
の
実
家
で
実
際
に
ヤ
ス
コ
本
人
と
の
邂
逅
を

果
た
す
。
劇
中
で
も
「
金
森
」
は
和
歌
山
の
田
並
に
赴
き
、
現
実
と

（0



同
様
に
次
女
ヤ
ス
コ
・
パ
ー
ル
（
映
像
と
写
真
）
と
の
出
会
い
を
果
た

す
。
こ
こ
で
は
ヤ
ス
コ
本
人
の
録
音
さ
れ
た
声
の
再
生
と
と
も
に
、

ム
ラ
カ
ミ
の
写
真
も
映
写
さ
れ
て
、
こ
の
劇
で
写
真
が
い
か
に
機
能

し
て
い
る
の
か
を
示
す
場
面
と
な
っ
て
い
る
。
金
森
マ
ユ
の
撮
影
し

た
田
並
の
駅
舎
、
田
並
港
の
風
景
、
曾
孫
の
る
る
か
さ
ん
、
そ
し
て

次
女
ヤ
ス
コ
の
写
真
に
加
え
て
、
ム
ラ
カ
ミ
が
当
時
撮
影
し
た
ブ

ル
ー
ム
や
ダ
ー
ウ
ィ
ン
で
の
家
族
の
写
真
が
舞
台
上
に
示
さ
れ
て
い

く
。
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
馬
車
に
乗
る
妻
シ
ゲ
ノ
と
長
女
マ
ス
コ
の

写
真
が
示
さ
れ
る
。
劇
で
は
、「
金
森
」
が
こ
の
馬
車
の
写
る
写
真

を
見
つ
め
、
被
写
体
で
あ
る
シ
ゲ
ノ
と
マ
ス
コ
が
カ
メ
ラ
を
、
つ
ま

り
撮
影
者
ム
ラ
カ
ミ
を
見
据
え
て
い
る
こ
と
に
、
ま
た
し
て
も
「
刺

し
傷
」
を
負
う
場
面
で
幕
と
な
る
。

つ
ま
り
、
ム
ラ
カ
ミ
は
故
郷
に
は
帰
ろ
う
と
は
し
な
か
っ
た
が
、

田
並
の
実
家
に
は
、
自
分
の
写
真
の
多
く
が
残
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
金
森
マ
ユ
は
ム
ラ
カ
ミ
の
生
涯
を
リ
サ
ー
チ
し
な
が
ら
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
に
残
っ
て
い
る
ム
ラ
カ
ミ
の
写
真
の
少
な
さ
を
不
審
に

思
っ
て
い
た
と
い
う
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
写
真
館
で
多
く
の
写
真
を

撮
っ
た
は
ず
だ
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
残
る
写
真
は
少
な
か
っ
た

と
い
う
。
し
か
し
ム
ラ
カ
ミ
の
写
真
は
ふ
る
さ
と
田
並
に
あ
り
、
金

森
マ
ユ
は
こ
こ
で
発
見
し
、
そ
れ
ら
の
写
真
を
こ
の
世
に
出
し
た
の

で
あ
る
。

つ
ま
り
劇
は
「
金
森
」
を
日
本
に
帰
還
さ
せ
て
い
る
と
同
時
に
、

田並での家族写真。1925年。ムラカミが帰郷したのはこの１回だけだった。
左から３人目：妻シゲ、右：ヤスキチ・ムラカミ。（©. 村上ファミリー・アーカイブ）
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ム
ラ
カ
ミ
の
写
真
も
ま
た
日
本
に
帰
還
し
た
こ
と
を
知
ら
し
め
て
終

わ
る
。
先
に
記
し
た
金
森
マ
ユ
の
他
の
作
品T

he H
eart of 

Journey
で
も
、
ま
た
映
像
作
品
『
あ
な
た
は
私
を
蝶
と
間
違
え
た
』

で
も
、
主
人
公
は
故
郷
に
帰
還
す
る
。
前
者
で
は
ル
ー
シ
ー
が
身
体

的
に
も
帰
還
す
る
が
、
後
者
で
は
カ
メ
ラ
と
金
森
の
声
が
象
徴
的
な

帰
還
を
演
じ
て
い
る
。

モ
ダ
ン
・
ド
ラ
マ
を
振
り
返
る
と
、
そ
の
ド
ラ
マ
ツ
ル
ギ
ー
の
軸

に
「
帰
郷
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
が
あ
る
こ
と
は
良
く
知
ら
れ
て
い

る
。
主
人
公
が
故
郷
に
帰
還
す
る
こ
と
で
、
平
安
だ
っ
た
故
郷
に
波

風
が
立
ち
、
波
乱
と
葛
藤
が
生
ま
れ
、
劇
を
劇
た
ら
し
め
て
い
く
。

イ
プ
セ
ン
『
野
鴨
』
も
帰
郷
す
る
富
豪
の
息
子
が
暴
く
必
要
の
な
い

過
去
を
暴
く
こ
と
で
劇
に
悲
劇
を
も
た
ら
す
。
チ
ェ
ー
ホ
フ
『
桜
の

園
』
も
パ
リ
か
ら
帰
郷
し
た
貴
族
夫
人
の
生
活
感
の
な
い
振
る
舞
い

か
ら
一
族
が
離
散
の
憂
き
目
を
見
る
。
ピ
ン
タ
ー
『
帰
郷
』
も
文
字

通
り
、
故
郷
に
帰
還
し
た
息
子
夫
婦
が
実
家
の
親
兄
弟
と
の
新
し
い

関
係
を
築
く
こ
と
で
日
常
が
破
壊
さ
れ
て
い
く
不
条
理
な
様
相
が
劇

を
成
立
さ
せ
て
い
く
。

演
劇
学
者
ウ
ナ
・
チ
ャ
ウ
ド
リ
は
「
ジ
オ
・
パ
ソ
ロ
ジ
ー
（
地
理

の
病
理
学）

（1
（

）」
と
い
う
言
葉
で
、
場
所
に
引
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
病
を

モ
ダ
ン
ド
ラ
マ
の
中
に
読
み
解
い
て
い
る
。
チ
ャ
ウ
ド
リ
に
よ
れ

ば
、
ジ
オ
・
パ
ソ
ロ
ジ
ー
と
は
、
登
場
人
物
が
特
定
の
地
理
や
場
所

に
縛
ら
れ
、
そ
れ
が
悲
劇
の
要
因
と
な
る
現
象
を
指
す
。
イ
プ
セ

ン
、
チ
ェ
ー
ホ
フ
か
ら
ピ
ン
タ
ー
、
シ
ェ
パ
ー
ド
ま
で
、
登
場
人
物

た
ち
は
土
地
や
場
所
へ
の
執
着
を
持
ち
、
そ
れ
が
登
場
人
物
の
心
理

や
行
動
に
影
響
を
与
え
、
悲
劇
を
も
た
ら
す
と
い
う
。
こ
こ
で
は
金

森
の
劇
の
登
場
人
物
も
ま
た
ジ
オ
・
パ
ソ
ロ
ジ
ー
を
病
ん
で
い
る
と

読
む
こ
と
が
で
き
る
。
実
際
に
は
、
ム
ラ
カ
ミ
は
一
九
三
五
年
に
ブ

ル
ー
ム
か
ら
ダ
ー
ウ
ィ
ン
に
移
り
、
写
真
館
を
始
め
る
が
、
同
年
に

和
歌
山
の
田
並
に
い
る
家
族
を
呼
び
寄
せ
て
い
る）

（1
（

。
事
実
、
長
女
マ

ス
コ
・
キ
ャ
サ
リ
ン
と
次
男
十
吉
・
リ
チ
ャ
ー
ド
が
ダ
ー
ウ
ィ
ン
に

戻
っ
て
い
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
ム
ラ
カ
ミ
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ

の
帰
化
の
申
請
を
し
て
い
た
が
一
九
三
九
年
に
却
下
さ
れ
る
。
し
か

し
一
九
四
〇
年
に
は
、
再
び
妻
シ
ゲ
ノ
・
テ
レ
サ
が
息
子
の
安
之

助
・
フ
ラ
ン
シ
ス
と
ヤ
ス
コ
・
パ
ー
ル
を
連
れ
て
ダ
ー
ウ
ィ
ン
に

帰
っ
て
い
る
。
そ
の
後
は
開
戦
、
民
間
人
収
容
、
そ
し
て
ム
ラ
カ
ミ

は
死
を
迎
え
る
。
こ
の
間
、
ム
ラ
カ
ミ
は
一
九
二
五
年
に
一
度
だ
け

田
並
に
戻
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
な
く
な
っ
た
家
を
買
い
戻

す
た
め
だ
っ
た
と
い
う）
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。
そ
の
後
ム
ラ
カ
ミ
は
一
度
も
帰
国
す
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
実
際
、
彼
が
ジ
オ
・
パ
ソ
ロ
ジ
ー
を
病
ん
で
い
た

か
ど
う
か
は
こ
こ
で
は
問
題
で
は
な
い
。
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
ド

ラ
マ
ツ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
「
ジ
オ
・
パ
ソ
ロ
ジ
ー
」
を
金
森
の
劇
で

読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

金
森
の
劇
で
は
、「
ム
ラ
カ
ミ
」
は
単
な
る
望
郷
の
感
情
で
は
な

く
、
田
並
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
間
で
引
き
裂
か
れ
た
存
在
と
し

（（



に
お
い
て
も
写
真
が
持
つ
こ
の
属
性
が
効
果
的
に
機
能
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
写
真
は
観
客
に
と
っ
て
過
去
と
現
在
、
故
郷
と
移
住
先

を
同
時
に
感
じ
さ
せ
る
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。「
金
森
」
の
、
ム
ラ
カ

ミ
の
娘
ヤ
ス
コ
と
の
再
会
の
場
面
で
、
ヤ
ス
コ
が
ム
ラ
カ
ミ
の
写
真

に
つ
い
て
語
る
そ
の
感
動
的
な
場
面
は
、
単
な
る
回
想
で
は
な
く
、

写
真
が
移
住
者
ム
ラ
カ
ミ
や
ヤ
ス
コ
本
人
の
記
憶
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
具
体
化
し
、
共
有
可
能
な
も
の
に
す
る
力
を
持
つ
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
こ
の
写
真
が
も
た
ら
し
て
い
る
の
は
、
地
理

的
な
境
界
を
越
え
、
定
住
と
移
住
と
い
う
二
項
対
立
的
な
枠
組
み
を

超
え
た
、
新
し
い
繋
が
り
方
で
あ
ろ
う
。
金
森
の
劇
作
品
は
、
写
真

が
単
な
る
視
覚
的
記
録
で
は
な
く
、
登
場
人
物
と
現
実
と
を
結
び
つ

け
る
象
徴
的
な
媒
介
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
見
れ
ば
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
金
森
マ
ユ
は
、
こ

れ
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の
日
系
移
民
の
姿
を
描
き
な
が
ら
、「
移

住
」
の
在
り
方
で
は
な
く
、
実
は
「
定
住
」
の
在
り
方
に
疑
問
符
を

投
げ
か
け
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
、
金
森
が
こ
の

劇
の
上
演
に
先
立
つ
二
〇
二
〇
年
に
、「
金
森
マ
ユ
写
真
展）

1（
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」
を
大

阪
大
学
博
物
館
で
開
催
し
て
い
る
こ
と
を
思
い
起
こ
す
こ
と
は
有
益

だ
ろ
う
。
そ
の
テ
ー
マ
は
、
写
真
展
の
タ
イ
ト
ル
が
直
裁
に
示
す
よ

う
に
「
定
住
と
は
な
に
か
」
だ
っ
た
。

言
い
換
え
れ
ば
、
金
森
マ
ユ
は
「
移
民
」
の
劇
で
は
な
く
、「
定

住
」
の
劇
を
書
い
た
の
で
あ
る
。
人
間
が
暮
ら
す
形
式
と
し
て
の

て
描
か
れ
て
い
る
。「
金
森
」
が
和
歌
山
の
田
並
で
ム
ラ
カ
ミ
の
写

真
を
多
く
発
見
し
た
こ
と
は
、
ム
ラ
カ
ミ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が

二
重
性
を
持
ち
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
の
み
固
定
化
さ
れ
な
い
も
の

と
し
て
表
さ
れ
て
い
る
。
金
森
の
劇
作
品
に
お
け
る
ム
ラ
カ
ミ
の
故

郷
へ
の
帰
還
（
正
確
に
は
ム
ラ
カ
ミ
の
写
真
の
帰
還
）
は
、
地
理
的
な
帰

還
で
は
な
く
、
象
徴
的
な
帰
還
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
。
劇
中
で
は
、

ム
ラ
カ
ミ
の
写
真
が
故
郷
田
並
と
移
住
先
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
間
を

橋
渡
し
し
て
お
り
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
行
き
来
そ
の
も
の
が
劇
中
の

ム
ラ
カ
ミ
の
ジ
オ
・
パ
ソ
ロ
ジ
ー
か
ら
の
解
放
を
意
味
し
て
い
る
と

読
む
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
、
チ
ャ
ウ
ド
リ
が
挙
げ
て
い
る
作
品
と
金
森
の
劇
と
の
違
い

は
明
ら
か
で
あ
る
。
モ
ダ
ン
・
ド
ラ
マ
の
多
く
は
、
登
場
人
物
が
帰

還
す
る
こ
と
で
劇
が
始
ま
る
が
、
金
森
の
劇
で
は
先
述
し
た
よ
う
に

帰
還
す
る
こ
と
で
劇
に
決
着
を
付
け
て
い
る
の
で
あ
る
。T

he 
H

eart of Journey

は
和
歌
山
県
の
実
家
に
、『
あ
な
た
は
私
を
蝶
と

間
違
え
た
』
も
長
崎
県
天
草
の
仏
像
の
姿
で
物
語
は
終
わ
る
。『
ヤ

ス
キ
チ
・
ム
ラ
カ
ミ　

遠
い
レ
ン
ズ
を
通
し
て
』
も
ま
た
、
象
徴
と

し
て
の
写
真
が
故
郷
の
田
並
に
帰
還
す
る
こ
と
で
劇
を
終
え
る
。

金
森
マ
ユ
の
劇
に
お
い
て
、
写
真
は
単
な
る
視
覚
的
な
装
置
で
は

な
く
、
物
語
を
進
行
さ
せ
る
重
要
な
媒
介
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

写
真
は
過
去
と
現
在
、
記
憶
と
現
実
と
を
結
び
つ
け
る
媒
介
と
し

て
、
観
客
に
感
情
的
な
深
み
を
与
え
る
メ
デ
ィ
ア
だ
ろ
う
。
こ
の
劇

（3



「
定
住
」
は
し
ば
し
ば
社
会
の
暗
黙
の
前
提
で
あ
り
、
多
く
の
場
合

定
住
す
る
側
が
移
住
す
る
側
に
制
約
を
課
す
。
移
民
研
究
の
伊
豫
谷

登
士
翁
は
現
代
の
移
民
研
究
の
課
題
と
し
て
書
い
て
い
る
。「
近
代

国
民
国
家
は
、
移
動
の
自
由
を
掲
げ
な
が
ら
も
、
人
々
を
国
民
と
し

て
掌
握
し
よ
う
と
試
み
て
き
た
。
移
動
を
境
界
内
の
一
定
の
範
囲
に

限
定
し
、
国
民
は
国
籍
（
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
）
と
い
う
名
に
お
い
て
一

定
の
領
土
と
呼
ば
れ
る
領
域
の
中
に
「
保
護
」
さ
れ
、
住
所
を
与
え

ら
れ
て
管
理
さ
れ
る
。
個
人
は
、
基
本
的
に
は
家
族
を
単
位
と
し
て

固
定
さ
れ
、
い
ず
れ
か
の
土
地
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
き
た
の
で
あ

る）
11
（

。」
移
住
を
す
る
に
は
、
入
国
に
際
し
て
入
国
管
理
の
法
律
に
従

い
、
入
国
後
の
人
権
、
居
住
、
労
働
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
を
受
け

る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
近
代
国
家
の
維
持
の
た
め
に
は

国
民
を
「
定
住
」
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
伊
豫
谷
は
論
じ

て
い
る
。
お
そ
ら
く
金
森
の
こ
の
劇
は
、「
定
住
」
こ
そ
が
病
理
を

生
む
の
だ
と
い
う
こ
と
を
含
意
し
て
お
り
、
同
時
に
そ
の
定
住
の
病

理
か
ら
の
、
一
種
の
治
癒
の
形
式
を
提
案
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
治
癒
の
形
式
と
は
、
こ
の
作
品
に
お
い
て
は
、
故
郷
と
移

住
先
と
の
、
ま
た
ふ
た
つ
の
国
境
を
跨
ぐ
、
そ
の
写
真
の
往
来
そ
の

も
の
で
あ
る
。

田並にて。ヤスコ・パールさん。2013年。（撮影：金森マユ）
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む
す
び
に
代
え
て

最
後
に
こ
の
作
品
の
「
移
住
」
に
つ
い
て
考
え
て
お
き
た
い
。
こ

の
作
品
は
も
と
も
と
英
語
で
書
か
れ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
上
演
さ

れ
た
。
二
〇
一
四
年
二
月
に
シ
ド
ニ
ー
、
八
月
ダ
ー
ウ
ィ
ン
、
九
月

ブ
ル
ー
ム
、
ア
デ
レ
ー
ド
、
二
〇
一
五
年
一
月
シ
ド
ニ
ー
、
二
〇
一

六
年
三
月
シ
ド
ニ
ー
と
、
七
回
の
公
演
機
会
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は

英
語
上
演
で
あ
り
、
ム
ラ
カ
ミ
の
ゆ
か
り
の
街
ダ
ー
ウ
ィ
ン
や
ブ

ル
ー
ム
で
の
上
演
も
果
た
し
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
二
〇
二
二

年
六
月
に
東
京
の
早
稲
田
大
学
に
て
日
本
語
に
よ
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

公
演
、
そ
し
て
今
回
の
二
〇
二
四
年
一
月
の
大
阪
大
学
に
て
の
日
本

語
公
演
と
な
っ
た
。

英
語
で
書
か
れ
た
主
と
し
て
英
語
圏
の
観
客
を
対
象
に
し
た
上
演

と
、
日
本
語
に
翻
訳
し
、
大
阪
で
上
演
さ
れ
た
上
演
と
は
ど
の
よ
う

な
違
い
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
当
初
英
語
に
よ
る
上
演
が
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
行
な
わ
れ
た
際
に
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
多
文
化
主
義

の
文
脈
の
な
か
で
意
味
を
持
つ
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
劇
は
、

二
〇
世
紀
初
頭
の
ア
ジ
ア
か
ら
の
移
民
、
太
平
洋
戦
争
、
そ
し
て
現

代
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
日
系
移
民
と
の
交
流
や
多
文
化
主
義
政
策

の
具
体
的
歴
史
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
歴
史
と
の
結
び

つ
き
方
を
解
明
す
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
金
森
が
求
め
て
い
た
も
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
上
演
の
批
評
を
書
い
た

Sone Y
uji
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、
こ
の
作
品
が
金
森
マ
ユ
の
意
図
と
は
異
な
り
、
肯

定
的
に
描
か
れ
た
ア
ジ
ア
的
他
者
の
表
象
と
し
て
消
費
さ
れ
つ
つ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
多
文
化
主
義
演
劇
と
い
う
枠
内
で
の
「
寛
容

さ
」
を
示
さ
れ
る
こ
と
で
、
主
流
の
物
語
か
ら
は
「
疎
外
」
さ
れ
て

し
ま
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
上

演
が
従
来
の
枠
組
み
の
中
で
受
容
さ
れ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
全
体
の

物
語
と
し
て
受
け
取
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
。

他
方
、
日
本
で
の
上
演
は
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
劇
は
直

接
的
に
は
戦
前
に
ア
ジ
ア
地
域
へ
の
出
稼
ぎ
労
働
者
や
移
民
な
ど
の

日
本
近
代
史
の
断
面
を
描
く
劇
と
し
て
理
解
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
六
〇
年
代
以
降
の
新
劇
が
描
い
た
ア
ジ
ア
へ
の
移
民
の
劇
の
一

つ
と
し
て
、
ム
ラ
カ
ミ
は
そ
の
成
功
者
の
一
人
の
姿
を
見
せ
る
も
の

と
な
っ
た
。
併
設
さ
れ
て
開
催
さ
れ
た
写
真
展
「
ム
ラ
カ
ミ
ヤ
ス
キ

チ
の
世
界
」
も
ま
た
ム
ラ
カ
ミ
と
そ
の
時
代
の
移
民
社
会
を
よ
り
よ

く
理
解
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
た
だ
大
阪
で
は
日
本
の
側
か
ら
こ

の
劇
を
見
る
こ
と
と
な
り
、
ム
ラ
カ
ミ
と
い
う
日
本
人
の
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
の
成
功
と
挫
折
を
、
ま
た
金
森
と
い
う
日
本
人
の
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
成
長
物
語
と
し
て
理
解
さ
れ
た
。
何
よ
り
も
劇

は
、
日
系
移
民
の
「
帰
郷
」
の
物
語
と
し
て
際
立
っ
た
。
上
演
に
ム

ラ
カ
ミ
の
ご
親
族
の
方
々
が
観
劇
に
来
ら
れ
、
上
演
後
に
観
客
に
向

か
っ
て
ス
ピ
ー
チ
す
る
な
ど
感
動
的
な
瞬
間
も
あ
っ
た
。
つ
ま
り
日

（（



本
か
ら
見
る
と
こ
の
劇
は
、
日
系
移
民
の
、
異
国
で
の
生
活
と
歴
史

の
、
い
わ
ば
異
文
化
理
解
の
あ
り
方
を
示
す
劇
と
な
っ
た
。
つ
ま
り

日
本
人
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
自
己
認
識
の
あ
り
方
や
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
の
経
験
の
あ
り
方
を
、
日
本
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と

ど
う
結
び
つ
け
る
か
が
焦
点
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
金
森
が

描
こ
う
と
し
た
こ
と
の
全
て
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

注
（
１
） 「
徴
し
の
上
を
鳥
が
飛
ぶ
―
文
学
研
究
科
に
お
け
る
ア
ー
ト
人
材
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
」（
二
〇
一
九
―
二
〇
二
一
）、「
中
之
島
に
鼬
を
放
つ
―
大
学

博
物
館
と
共
創
す
る
ア
ー
ト
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
二
〇
二
二
―
二

〇
二
四
）
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
て
、
講
師
と
し
て
招
へ
い
し
、
映
像
制
作
、

写
真
展
、
演
劇
上
演
な
ど
を
社
会
人
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
開
催
、

公
開
し
て
き
た
。

（
２
） The H

eart of Journey https://w
w

w
.youtube.com

/w
atch?v 

=htbw
vPP0V

（I

（
３
） “N

ikkei A
ustralian identity and the w

ork of M
ayu K

anam
ori,” 

Japan in A
ustralia culture, context and connections, Routledge, 

（0（0, p.（3（ &
 p.（（3

（
４
） Yasukichi M

urakam
i: T

hrough a distant Lens, （ （ 

＆ （ 0 A
ugust,  

（0（（, D
arw

in Festival. W
ritten by K

anam
ori M

ayu, D
irected 

by M
alcolm

 Blaylock, Perform
ed by A

risa Y
ura &

 Kuni 
H

ashim
oto. Ref.:https://w

eb.archive.org/w
eb/（0（（03（（（3（（3（/

http://w
w

w
.darw

infestival.org.au/show
/yasukichi-m

urakam
i/

m
ore-info

（
５
） 『
ヤ
ス
キ
チ
・
ム
ラ
カ
ミ 

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
上
演　

Y
asukichi M

urakam
i-

T
hrough A

 D
istant Lens

』
二
〇
二
二
年
六
月
二
十
四
＆
二
十
五
日
、

早
稲
田
大
学
小
野
記
念
講
堂
、
脚
本
：
金
森
マ
ユ
、
翻
訳
：
佐
和
田
敬
司
、

演
出
：
菅
田
華
絵
、
出
演
：
由
良
亜
梨
沙
、
橋
本
邦
彦

（
６
） 『
ヤ
ス
キ
チ
・
ム
ラ
カ
ミ　

遠
い
レ
ン
ズ
を
通
し
て
』
二
〇
二
三
年
一
月

十
九
日
〜
二
十
一
日
、
大
阪
大
学
中
之
島
芸
術
セ
ン
タ
ー
、
脚
本
：
金

森
マ
ユ
、
翻
訳
：
佐
和
田
敬
司
、
演
出
：
山
口
浩
章
、
出
演
：
趙
清
香
、

坂
口
修
一
、
杉
江
美
生

（
７
） 

金
森
マ
ユ
「
村
上
安
吉
が
生
き
た
時
代
―
戦
前
・
戦
中
期
の
称
号
的
記

憶
を
ひ
も
解
く
」
長
友
淳
編
『
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
日
本
人　

過
去
そ

し
て
現
在
』
法
律
文
化
社
、
二
〇
一
六
、pp.（0-（（

（
８
） 

論
文
中
の
作
品
か
ら
の
引
用
は
す
べ
て
、
金
森
マ
ユ
作
、
佐
和
田
敬
司

翻
訳
『
ム
ラ
カ
ミ
ヤ
ス
キ
チ　

遠
い
レ
ン
ズ
を
通
し
て
』
日
本
語
上
演

台
本
に
よ
る
。

（
９
） 

日
本
語
上
演
台
本
、
同
書
、pp.（-（

（
（0
） 

日
本
語
上
演
台
本
、
同
書
、p.3

（
（（
） 

ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
『
明
る
い
部
屋
』
花
輪
光
訳
、
み
す
ず
書
房
、
一
九

八
五
で
は
、「
ス
ト
ゥ
デ
ィ
ウ
ム
」
と
は
写
真
の
伝
え
る
文
化
的
で
社
会

的
な
要
素
の
こ
と
で
、
理
性
的
に
解
釈
さ
れ
共
有
さ
れ
る
事
柄
で
あ
る

の
に
対
し
、「
プ
ン
ク
ト
ゥ
ム
」
と
は
偶
然
に
喚
起
さ
れ
る
記
憶
や
予
期

せ
ぬ
感
情
を
刺
激
す
る
要
素
の
こ
と
を
意
味
し
、
両
者
の
観
点
で
写
真

が
見
る
者
に
与
え
る
多
様
な
性
質
を
論
じ
て
い
る
。

（
（（
） Louis Renza, “T

he V
eto of the Im

agination: A
 T

heory of 

（（



A
utobiography”, Jam

es O
lney (ed.), A

utobiography: E
ssays 

T
heoretical and Critical, Princeton U

P, （（（0, pp.（（（-（（（

（
（3
） In R

epose. 

初
演
は
二
〇
〇
七
年
五
月
七
日
。ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
・

ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
年
次
遺
産
週
間
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
て
上
演
。
小

田
村
さ
つ
き
（
箏
）、
浅
野
和
歌
子
（
ダ
ン
ス
、
振
付
、
イ
ン
ス
タ
レ
ー

シ
ョ
ン
）、
岩
井
成
昭
（
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ビ
デ
オ
・
ア
ー
ト
）、

M
ark Isaacs

（
音
楽
構
成
）、Vic M

cEw
an

（
サ
ウ
ン
ド
・
ス
ケ
ー
プ
）、

Rosalind Page

（
音
楽
構
成
）、M

ichael W
hitichker

（
音
楽
構
成
）、

金
森
マ
ユ
（
写
真
、
ビ
デ
オ
・
ア
ー
ト
）。

（
（（
） Tim

othy K
azuo Steains, Ibid., p.（3（

（
（（
） 

大
阪
で
の
上
演
で
は
演
出
家
山
口
浩
章
は
こ
の
場
面
は
お
そ
ら
く
夢
幻

能
の
形
式
を
想
定
し
て
お
り
、
下
手
か
ら
神
秘
的
な
音
楽
と
と
も
に
「
ム

ラ
カ
ミ
」
を
登
場
さ
せ
た
。

（
（（
） Jacqueline LO

, “D
ancing for the D

ead”, Erika Fischer-Lichte 
and others (eds.), T

he Politics of Interw
eaving Perform

ance 
Cultures: Beyond Postcolonialism

, Routledge, （0（（, p.（（（ 

ジ
ャ

ク
リ
ー
ン
・
ロ
ー
は
、
二
〇
二
二
年
Ｉ
Ｆ
Ｔ
Ｒ
国
際
演
劇
学
会
大
阪
大

会
（
大
阪
大
学
）
に
て
基
調
講
演
に
招
待
さ
れ
、
本
論
文
の
内
容
に
つ

い
て
講
演
し
た
。

（
（（
） A

very F
. G

ordon, G
ohstly M

atters: H
aunting and the 

Socialogical Im
agination, U

niversity of M
innesota Press, （（（（, 

p.（

（
（（
） Una Chaudhuri, Staging Place: T

he G
epgraphy of M

odern 
D

ram
a, M

ichigan U
P, （（（（, p.（（

（
（（
） 「
ヤ
ス
キ
チ
・
ム
ラ
カ
ミ
年
表
」『
ヤ
ス
キ
チ
・
ム
ラ
カ
ミ
の
世
界
展
〜
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
に
生
き
た
写
真
家
・
実
業
家
・
発
明
家
〜
』
二
〇
二
三
年

一
十
二
月
十
二
日
〜
二
〇
二
四
年
十
月
二
十
一
日
大
阪
大
学
中
之
島
芸

術
セ
ン
タ
ー
、
資
料

（
（0
） 

日
本
語
上
演
台
本
、p.33

（
（（
） 

こ
の
写
真
展
で
は
、
金
森
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
撮
影
し
た
作
品
（（
作

品
と
と
も
に
、
映
像
作
品
『
あ
な
た
は
私
を
蝶
と
間
違
え
た
』
が
上
映

さ
れ
た
。「
金
森
マ
ユ
写
真
展
『
定
住
と
は
な
ん
だ
ろ
う
：
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
』
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
大
阪
大
学
総
合
学
術
博
物
館
、
二
〇
二
二
年
二

月
二
十
二
日
―
三
月
十
五
日
／
写
真
展
に
つ
い
て
は
以
下
参
照
。『
徴
し

の
上
を
鳥
が
飛
ぶ
』
永
田
靖
・
山
﨑
達
哉
編
、
大
阪
大
学
総
合
学
術
博

物
館
叢
書
、
二
〇
二
三
年
、pp.（（-（（

（
（（
） 

伊
豫
谷
登
士
翁
「
移
動
か
ら
場
所
を
と
ら
え
る
」
伊
豫
谷
編
『
移
動
か

ら
場
所
を
問
う
』
有
信
堂
、
二
〇
一
一
、p.（

（
（3
） Yuji Sone, “T

olerance and H
istory: T

heatre of the A
ustralia–

Japan Relationship” Contem
porary T

heatre Review
, V

ol. （（, 
pp.（（0-（（（, （0（（

（（




